
テーマ 地域の健全育成の環境づくり

区市町村 東久留米市

児童館名 子どもセンターあおぞら

活動名 産官学包括連携事業「大学生と遊ぼう！」

目的

地域と協力し合いながら、子どもたちが健やかにのびのびと過ごせるような場を提供する。

地域の持ちうる資源を有効活用し、次世代を担う子どもたちの育成に向けた学びの支援をおこなう。

食育や、フードロスについての理解を深める。

主な対象 小学生

活動の経緯

実践内容

＜活動の経緯＞

株式会社明日葉、株式会社イトーヨーカ堂、株式会社東邦運輸、亜細亜大学、東久留米市の5者が

「産・官・学の包括連携による次世代を担う子どもたちの育成事業に関する協定」を平成30年3月に

締結しました。

株式会社明日葉　　　　　・・・・主に企画・運営を行います。

亜細亜大学　　　　　　　・・・・主に企画・運営を行います。

東久留米市　　　　　　　・・・・主に調整を行います。

株式会社イトーヨーカ堂　・・・・フードロス食品を提供してもらいます。

株式会社東邦運輸　　　　・・・・提供食品を輸送してもらいます。

＜実践内容＞

令和元年5月18日

児童館が中心で、大学生ボランティアがサポートとなり活動を展開しました。「フードロス鬼ごっ

こ」セットを使用し、遊びながら楽しくフードロスについて学びを深めました。

令和元年6月15日

地域のイトーヨーカ堂さんから提供していただいたフードロス食品を使用して、クリームスパゲ

ティーを作りました。大学生も入り子どもたちは楽しく料理を行いました。味も美味しくできまし

た。フードロスについても理解を深めました。

令和元年7月20日

大学生と一緒に、水鉄砲を使用したサバイバルゲームを楽しみました。大学生と一緒に全身ずぶ濡れ

になりながらおこなう水遊びはとても楽しく、子どもたちは終始笑顔でした。

令和元年9月21日

大学生主導による活動「タブレットで絵を動かして遊ぼう」をおこないました。自分たちの書いた絵

がタブレット内で動くので子どもたちはとても興味を持ち、真剣に活動に取り組んでいました。

令和元年10月19日

イトーヨーカ堂のバックヤード見学ツアーをおこないました。普段は見ることのできない、デパート

の裏側を見学しながら皆、真剣に説明を聞いていました。最後のイトーヨーカ堂の方への質問タイム

ではたくさんの質問を投げかけていました。

令和元年11月2日

亜細亜大学の学園祭に行きました。子どもたちは初めて体験する大学祭に大興奮でした。大学生たち

も子どもたちを上手に案内をしてくれました。図書館の書庫や、学食、資料館等も見学をさせていた

だき、とても良い見学会となりました。

※大学祭に掲示するポスターを児童館の乳幼児さんたちに作成してもらいました。

※その時の様子を市のホームページに掲載しました。



活動写真

児童館のプロフィール

児童館名 子どもセンターあおぞら

運営主体 株式会社　明日葉

所在地・電話番号 東久留米市前沢4-25-8　　　/　　　　042-471-7071

開館日・時間・休館日

開館日

乳幼児・小学生　午前9時～午後5時

中高校生世代　　午前9時～午後9時

日曜・祝日は午前9時～午後6時

休館日

館内整理日（毎月平日最後の日）

年末12月29日～新年1月3日

活動の経緯

実践内容

＜活動の経緯＞

株式会社明日葉、株式会社イトーヨーカ堂、株式会社東邦運輸、亜細亜大学、東久留米市の5者が

「産・官・学の包括連携による次世代を担う子どもたちの育成事業に関する協定」を平成30年3月に

締結しました。

株式会社明日葉　　　　　・・・・主に企画・運営を行います。

亜細亜大学　　　　　　　・・・・主に企画・運営を行います。

東久留米市　　　　　　　・・・・主に調整を行います。

株式会社イトーヨーカ堂　・・・・フードロス食品を提供してもらいます。

株式会社東邦運輸　　　　・・・・提供食品を輸送してもらいます。

＜実践内容＞

令和元年5月18日

児童館が中心で、大学生ボランティアがサポートとなり活動を展開しました。「フードロス鬼ごっ

こ」セットを使用し、遊びながら楽しくフードロスについて学びを深めました。

令和元年6月15日

地域のイトーヨーカ堂さんから提供していただいたフードロス食品を使用して、クリームスパゲ

ティーを作りました。大学生も入り子どもたちは楽しく料理を行いました。味も美味しくできまし

た。フードロスについても理解を深めました。

令和元年7月20日

大学生と一緒に、水鉄砲を使用したサバイバルゲームを楽しみました。大学生と一緒に全身ずぶ濡れ

になりながらおこなう水遊びはとても楽しく、子どもたちは終始笑顔でした。

令和元年9月21日

大学生主導による活動「タブレットで絵を動かして遊ぼう」をおこないました。自分たちの書いた絵

がタブレット内で動くので子どもたちはとても興味を持ち、真剣に活動に取り組んでいました。

令和元年10月19日

イトーヨーカ堂のバックヤード見学ツアーをおこないました。普段は見ることのできない、デパート

の裏側を見学しながら皆、真剣に説明を聞いていました。最後のイトーヨーカ堂の方への質問タイム

ではたくさんの質問を投げかけていました。

令和元年11月2日

亜細亜大学の学園祭に行きました。子どもたちは初めて体験する大学祭に大興奮でした。大学生たち

も子どもたちを上手に案内をしてくれました。図書館の書庫や、学食、資料館等も見学をさせていた

だき、とても良い見学会となりました。

※大学祭に掲示するポスターを児童館の乳幼児さんたちに作成してもらいました。

※その時の様子を市のホームページに掲載しました。

効果や課題

初めての連携事業となるため、各機関が負担とならないで継続していけるように話し合いを綿密に行

いながら進めていくことが重要と感じます。

地域の資源を有効活用していこうと、地域の方々と取り組んでいる連携事業ですが、まだまだ市域の

方に知られていません。このような活動があることをもっと宣伝し、知ってもらえるようにしていこ

うと思います。


